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第 54 回諜報研究会                  ２０２３・１１・１８ 

日本軍と戦って死んだ日本人捕虜 

                 山本武利（NPO 法人インテリジェンス研究所） 

 

第２次大戦での軍隊では捕虜は不名誉と教育され、原隊に復帰すれば極刑に処せられた。

「生きて虜囚（りょしゅう）の辱（はずかしめ）を受けず、死して罪禍（ざいか）

の汚名を残すこと勿（なか）れ」という「戦陣訓」の１節が捕虜を苦しめた。母国

への帰還は絶望的となった。しかし捕虜をこの上もない不名誉と思いながらも、死

を急いだ者は少なかった。そのため日本への帰還は母国が敗戦国となり、捕虜体験が国

家処罰の対象外となる場合しか考えられなかった。捕虜がとった一つの選択肢は軍隊の秘

密情報を敵国に提供し、日本の敗戦を促すことであった。 

日本兵捕虜は第２次大戦でほぼ例外なくほとんどの戦線で敵国に情報提供を行った。そ

うした行動は第２次大戦の参加国でもきわめてまれな行動であった（山本武利『日本兵捕虜

はなにをしゃべったか』文春新書）。野坂参三は最新の新聞雑誌やラジオへの接触を通じて

得た日本軍情報の所有者、分析者として延安で尊重されていたが、捕虜からの情報も貴重で

あったと「延安リポート」で語っている。 

野坂は毛沢東と提携して、大量の捕虜を延安に集めて、メディア情報を客観化させ、イン

テリジェンス化するたもの作業を延安で毎日実行していた。アメリカなど連合国は捕虜か

ら得た情報は活用したが、情報を搾り取った後は収容所に入れて、生きながらえさせるだけ

であった。ところが野坂や毛はかれらの利用価値を別途考えた。日本兵捕虜を徹底した仕方

で洗脳し、日本軍との前線で反戦活動を行わせた。しかもその規模は八路軍の強い華北ばか

りか新四軍の華中でも広範囲に展開し、日本軍のモラールを低下させた。これに参加した捕

虜は２５００名に達すると推定される。 

弄敵者ノ帰投状況 

区分                   人員 

                      昭和 18 年度      支那事変以降 

敵ヨリ抗日教育ヲ受ケ還送セラレタルモノ       7           70 

自ラ脱出帰隊セルモノ                10          30 

敵中ニ於テ抗日運動ニ従事中逮捕セルモノ       5           14 

敵中ニ監禁中救出セルモノ              5           10 

敵ノ工作ヲ受ケ諜者トシテ真に柚湯シ来リタルモノ   4           9 

自ラ脱出我占領地ニ入リ更ニ逃走中逮捕セルモノ    2           ３  

     計                   33           136 

備考：支那事変以降ノ人員中ニハ昭和１８年度ノ数ヲ含ム 
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軍要注意人 

北支派遣甲第四二二五部隊（歩一兵）某ハ入営前ヨリ共産主義ニ共鳴シ反戦思想ヲ有シ常ニ

軍隊生活ヲ嫌忌シアリタルカ昭和 18年度六月十八日表門歩哨トシテ立哨中仮眠シ衛兵司令

ヨリ叱責殴打セラレタルニ憤慨逃走シ中国共産党ニ投入携行兵器並ニ署用被服ヲ敵ニ提供

シ済南付近ノ軍情ヲ漏泄ノ上在華日本人反戦同盟ニ参加シ同年九月七日反戦運動ノ指令ヲ

受ケ張店ニ潜入途次逮捕セラル 

等ノ事例アリ、斯種思想要注意者ハ縦令転向ヲ表明セルモノト雖モ勲モスレハ敵ノ思想工

作ヲ受ケ易キ素因ヲ有スルニ鑑ミ指導監督上特ニ注意ヲ要スルモノト認ム之カ為要注意兵

ノ身上把握ハ極メテ重要ニシテ特ニ転属等頻繁ナル状況ニ於テ関係部隊相互緊密ナル連繋

ノ下監督指導取扱ヲ常ニ適切ナラシムルコト肝要ナリ（Ｃ１２１２０７４８９００） 
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『軍機・風紀に関する資料』不二出版、１９９２ 

共産党軍は得意とする遊撃戦の前線や後方で日本兵捕虜に至近距離からの対日本軍の反

戦のプロパガンダをメガホン、ビラ散布、郵便、電話などを駆使して行わせたが、彼らに手

りゅう弾や銃砲を持たせたケースも少なくなかった。メガホンで声の届く至近距離からト

ーチカ、岩陰などにこもる日本兵に呼びかければ、夜でも銃弾を受けやすかった。 

２０１４年の筆者の延安訪問での収穫の一つは反戦活動の前線で日本軍から反撃されて

生命を失った人物の写真や人名のリストがある程度明らかになったことである。アジア歴

史資料センターから「捕虜」「俘虜」などのキーワード検索でヒットするのはごく僅かであ

る。ことにアジア太平洋戦争期には少ない。徹底した軍隊教育で捕虜は最高の恥辱として排

撃された。兵士が捕虜になると自害するように教え込まれた。兵士が捕虜になったことが分

かっても、家族には戦死ないし病死の連絡が行くことが多かった。したがって捕虜の資料は

なかなか発見できない。とくに中国では八路軍が 1940年ころから捕虜を優遇するようにな

って、捕虜が増えた。それは「支那側ノ我軍隊ニ対スル思想的瓦解工作」（Ａ０３０３２０

０６３００）とか「支那側ノ我ガ軍ニ対スル思想工作」（Ｃ１１１１０７５４７００）とい

った文書でようやく発見することができる。そこにおいては以下のような日本兵の動揺が

うかがえる。 
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 〇 苦シイトキニハ戦争ニ敗ケテ共産八路軍ノ俘虜ニナツタ方ガマシダト思フ 

 〇 三日モ四日モ食フ物ナク強行軍シ苦痛ヲ感ズルトキハ押切五郎（未帰還者）ノ 

様ニ敵中ニ逃亡シヤウト思ウコトモアル、コンナ時ニ宣伝文ヲ見ルト一層ソンナ気持ガ強

クナル 

 

こうした日本兵の中で八路軍のプロパガンダ攻勢に負けて、投降傾斜の潜在的心理が高

まる。 

しかし危険度の高い前線であった。このようなところへ捕虜を大規模かつシステマティ

ックに派遣するのは、戦線は広いといえども共産党が戦う地域のみであった。一度共産軍と
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死線で戦った体験のある日本兵を再び旧軍との凄惨なゲリラ戦に参加させることは、洗脳

の成果である。攻守所を自在に変える遊撃戦では危険を避ける瞬時の判断力、行動力が個々

の兵士には不可欠である。判断を誤れば自軍の仲間の支援を得られなく可能性が高くなる。 

ただし八路軍などからの旧日本兵の命令無視の自発的な前線離脱や逃亡の記録は見当た

らない。むしろ追いつめられると、日本軍のとき八路軍に追い込まれたときには試みたこと

のない自害を敢行する反戦兵士が誕生していた。 

宮川英夫なる人物の写真とキャプションがある。写真には次の手書きの文章①がのり付

けされている。 

 

  写真（添付） 

 

 

① 故宮川英夫（前列右二）とキャプション 

 当時２８歳、一九四五年三月、敵の拠点近くで工作中不幸にして敵の犠牲となった

ものです。敵の武装特務隊に包囲され、負傷して身に危険がせまったことを知った彼

は、一切の所持品を処分した後、最後の一発で自決した。追悼大会は軍民参加の下に

盛大に行われた。（キャプション） 

 次のリスト②も延安革命記念館で入手した「千古不朽―日偽軍工作人員犠牲者」にある

「日本同志」のリストである。 

 

② 日偽軍工作人員犠牲者   

 氏名        所属         死亡年  

     安藤 清      晉察魯         １９４０ 

     浅野 清       同          １９４２ 

     黒田嗣彦      冀魯豫         １９４２ 

     大野静夫       同      

     吉田 武      冀中          １９４３ 

     福岡 留      晉西北         １９４１ 

     松野 覚      華中          １９４３ 

     宮川英男      冀南          １９４３ 

     中西 勉      晉察魯         １９４５ 

     中川秋夫      延安          １９４３ 

     戸田 益      同           １９４４ 

     高木敏夫      同           １９４４ 

     田畑 忍      華中          １９４５ 
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 ここでは宮川英男と記載されている。宮川ほど名前が残され、記録が多い戦死者は珍しい。

以下は２００５年６月の椰子の実会編「元在華日本人反戦同盟員 解放連盟員犠牲者名簿」

（③）による。 

 

③ 宮川英夫 晉冀魯豫支部 １９４４年平原地区で日軍に包囲され小銃で応戦、最

後の一発で自殺。壮烈な戦死をした（足で引き金を引いた）。彼の死体を日軍は駐

屯地に持ち帰り、近くに埋めた。李洛夫同志（戦場に共に居た中国同志）が、上

級の指令の下に敵地に潜入し、宮川同志の遺体を掘り出し、大峰山の遊撃隊根拠

地に選んで埋葬した。秋山氏の著作によれば、一九四三年泰山西方の官荘で１５

００名の日軍に包囲され、農家の麦わらの中に隠れていたところ、銃剣で突かれ

て発見され捕まり、連行されたが自殺したとある。埼玉県出身、皮革労働者（靴

加工）元陸軍伍長。１９４１年晉東南平漢線付近にて捕まり、１２９師政治部（渉

県王堡村）に送られた。教育を受け、覚醒連盟太行支部に加盟、その後組織委員

をも勤めた。１９４２年初夏、日軍に包囲され、足を敵弾にうたれた張香山同志

を背負って脱出した。 

     宮川秀夫墓地：１９９１年３月１９日元晉魯豫支部長保谷団長、前田、小     

林、村田、渡辺正男、みさこ、田村涼子、上田登美子、加藤幸等が済南市長清県

民生局長薫樹芳、張炳臣の案内により参詣する。案内によると、従来、遺骨は大

峰山にあったが、１９５０年に長清県石林山革命烈士霊園に遷骨した。１９８５

年１月済南市長清県人民政府民生局が墓地を造営した。その際、「宮川さんが張

香山を救った」ように言われているのは「誤認である」と説明を受けた。保谷団

長は墓前より墳墓の土を採取して持ち帰り、富士山麓河口湖畔の麗しき地に１

９９２年５月２２日遷從した（写真等あり）。 

 

ここに記された１９９１年の墓参団は帰国当時次の記録④を残している。（保谷政治「私

の訪中記 見たまま・聞いたまま」１９９１年５月１５日） 

 

④ 訪中団は、済南市郊外の長清県烈士公墓に眠る宮川英男同志の墓を参詣した。宮

川英男同志は１９４１年７月２０日河北省南部の地区で作戦中に八路軍の捕虜

となった。のちに日本兵士反戦同盟に参加し、中国人民と肩を並べて、日本軍国

主義の中国侵略に反対した。１９４５年６月山東省津浦線万徳の地区で反戦工作

中に壮烈な犠牲になった。２８歳の若さで、中華の大地に散った。宮川英男烈士

の墓は小高い丘の上に、石垣に囲まれ１５坪程の土地に立っていた。３００数基

を数える中国人烈士の墓に比べ一段と大きく、立派な墓だった。 

 

本名は宮川啓吉とある。本名が記された前線死者は珍しい。それは戦後に関係者が調査し
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た結果である。捕虜名は中国にかぎらずどの戦線でも偽名ないし匿名で記される。それは交

戦相手の捕虜になったとき、本名を明らかにすれば、日本軍に知られやすくなることを本人

や捕虜捕捉者が恐れたためである。 

 ２００２年に前田光繁の作成した「日本人反戦同盟員（後の解放同盟員）名簿」⑤は宮川

について短いが、貴重な記述を残している。 

 

⑤ 宮川英男 冀魯豫支部 四五年六月七日事故、概況：敵の包囲攻撃を受け自決。

地区副委員長、山梨県御坂人、本名宮川啓吉？ 

 

 ③にある出身地は埼玉県であるのに、⑤は山梨県東部と見なしている。いくつかの状況

証拠から山梨県笛吹市あたりと見なされる。所属が冀魯豫支部という点は②③⑤は一致す

る。旧所属部隊は不明である。彼が幸いだったとすれば、墓地がつくられ、そこに１９９１

年３月に前田らの墓参団が参詣し、その模様を報告書に載せていることである。 

いずれにせよ死亡年月日が異なっていること点が気になる。最後に⑤にあるその他の死

者の記録を掲載しておく。 

 

 

 氏名  死亡年月日     死亡時の戦況 

 小又長福 ４１・１１  戦闘中日本軍に捕まり、犠牲となる。 

 黒田嗣彦 ４２・９   前線工作中包囲され、手りゅう弾で応戦、銃弾をうけ自決 

 松野 覚 ４３・５・３ 呼びかけ工作中銃弾をうけて戦死 

 浅野 清 ４３・５   前線工作中銃弾をうけて戦死 

 田中 実 ４３     戦闘中日本軍に捕まり、大義に殉ずる 

金野   ４３     八路軍指揮官救出のため壮烈な戦死を遂げる 

醇田嗟産 ４３     敵に包囲され格闘、自決（新華日報４３・７） 

今野 博 ４４・４   対日本軍工作中捕えられ殺害される 

砂原利男 ４５・５中旬 呼びかけ工作中、敵弾をうけ戦死 

佐野甚七  同        同 

田畑作造 ４５・６   江蘇省東台付近で敵機の襲撃を受け戦死 

鈴木 宏 ４４     反掃討中格闘。捕えられて犠牲になる 

板谷文次郎 ？     応城で任務遂行中、捕えられ拷問死 

浜田   ４５・８・１５ 日軍拠点に降伏勧告に行き殺される 

 

 主として５つの資料を通じて宮川英男が八路軍と戦い、捕虜となり、反戦兵士として日本

軍と戦い、死亡し、そして八路軍の墓に葬られた経過をまとめようとした。彼ほど足跡をつ

かめる資料の残った者は少ない。日本軍は捕虜の存在を認めなかったので、文書には戦死者
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として、あるいは行方不明者としてしか処理しなかった。中国共産党側でも捕虜の氏名を記

録することはなかった。しかも多様な前線で戦死に追い込まれたことが分かる。この他、病

死と記されたものが多い。それは重傷を負って、延安などの病院に運ばれたが、まもなく死

亡したものと思われる。したがって戦死の年月日や場所も確定しにくい。宮川のように、八

路軍側で戦闘後戦力に余裕があった場合、その戦闘が戦史上意義を認められた場合、墓地が

つくられ、延安の本部で顕彰された。それはごくまれである。さらに偽名を使われているの

で、生存、引揚者がその戦死者の出身地や原隊を探すことは極めて困難であった。したがっ

て宮川でさえも出身地が確定していない。中国共産党軍では戦死者の大部分は捕虜名のみ

が記載されるだけであった。 

 野坂参三によると犠牲者（戦死者）は１０名くらい（『亡命十六年』時事通信社、１９４

６年、５６頁）といっているが、これは延安側での過小な集計である。本稿でいう戦死者は

１００名ほどいたのではないかと筆者は推測する。 

（本稿は延安革命記念館と山本保管の前田光繁氏旧蔵資料に依拠している） 

 

＊インパール作戦でも日本軍は INA を使ったインド兵へのメガホン、スピーカー、ビラな

どの戦場プロパガンダを実行した（山本武利『特務機関の謀略』吉川弘文館１５０頁）。短

期間、小規模のものであったろうが、自国民への捕虜の口コミプロパガンダである。敵のモ

ラール崩壊の手法は八路軍のそれと共通するが、この種のプロパガンダを継続できる実行

する基盤がインパールでは欠けていた。 

八路軍のプロパガンダには解放区の兵站、ゲリラ活動と連携したインテリジェンス工作が

あった。 

 

＊筆者の２００７年の延安訪問の際には残っていた日本労農学校の校舎は２０１４年秋

の訪問時には取り潰され、敷地は整地化されていた。延安中心部を見下ろす展望のよい敷地

はマンションに再開発必至という雰囲気であった。校舎跡地に申し訳なさそうに残された

記念碑の一部がかつての友好の原点の存在を今に伝える唯一のものとなっていた。２０１

４年９月２日付けの『光明日報』に「抗日英雄」３００人が掲載された（アメリカ人、ソ連

人各２名、ポーランド人、カナダ人、インド人各１名）。日本人では日本軍と戦って犠牲と

なった反戦捕虜宮川英男だけである。野坂の名はない。（山本武利「野坂参三の「延安妻」

－毛沢東が用意した“秘書”」『新潮４５』 ２０１５年４月号）。 
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●むつかしいテキストをなぜ読ませるのか？ 

野坂は慶應大学での短期の講義以外、日本人若者に指導者として接触したことがなかった。 

「このような反戦兵士との工作、捕虜たちとの交渉は野坂にはじめて日本の普通の民衆の

意識を理解させた。そのことが彼の天皇制観の修正、現実化をもたらした。その意味で、延

安の学校は野坂にとっても学校の意味をもったのである」（和田春樹『歴史としての野坂参

三』１００）。 

後に捕虜にはこれらのテキストは難解であることを知り、自身の平易な講義やそれをもと

にしたテキストを作成した。しかし難解であるほど、イデオロギーの浸透に役立つことも分

かった。ヨウトンでの洗脳工作で「軍国主義」「帝国主義」といったことばが「オウム」の

ように学生からほとばしり出ることを実験し。その片言節句が講義の効果を証拠だてるこ

とを認識した。体系的にテキストを理解せず、オウムのように口走る断片用語から思想改造

の成果を確認させた。マルクス主義、毛沢東思想浸透の成果の確証を得た。思想改造の目的

は繰り返す象徴的な用語の捕虜からの発声が示した。洗脳工作の成果であった。 

労農学校で捕虜教育の陣頭指揮にあたった岡野によれば、その破壊は思ったほどやさし

くなかった。「なかにはどうしても軍国主義的観念の抜け切れないものがあった。それらの

ものは学校の内部でいろいろ破壊工作をやったが、そういふ人々にたいしては、一方に、あ

らゆる方法で説得するといふ方法をとるとともに、それでもきかない場合には、学生全体の

大会をひらき、大衆の力によってその誤りを批判するといふ民主的な方法をとった」（野坂

参三『亡命十六年』時事通信社）。 

岡野のいう「民主的な方法」とは集団批判のことである。実際にそれを実際に見学したア

リヨシは「延安では、批判は各学生が自分自身を最も見つめる鏡と見なされている」との書

き出しで集団批判についてこう記述している（45号） 
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小林信「無から有をー中国人民の創造性」 

          『科学と技術』1948 年 9 月号 

 

●洗脳の過程 

１，情勢学習と理論学習 

２，認罪から“告白”へ 

３，体系的な「認罪坦白」と「尋問調査」   

  大澤武司『毛沢東の対日戦犯裁判』中公新書 

●前田光繁の体験 高尾栄司『「天皇の軍隊」を改造せよー毛沢東の隠された息子たち』原

書房、２０１２ 

中國共産党に“改造”されて対日工作を命じられ、徒手空拳で 270 名の軍国集団林航空隊

の”改造“を成功させた。その後、林航空隊は中国初空軍設立に貢献（１６７） 

“人間改造”命令に困惑している撫順管理所職員に対して、北京から指導団がやって来て改

造研究会が行われた。指導団は延安出身者で固められ、「東北工作団」と呼ばれていた（１

７３） 

●1942 年延安整風運動は学風、当風、文風を統制する毛沢東の運動であったが、捕虜教育

には直接影響しなかったが、そのイデオロギー闘争は野坂や中国側教師を媒介し、自由化の

雰囲気を殺いだことは否めない。 

 


